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安全にご使用いただくために 
 
    安全にご使用いただくため、試験装置をご使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 
    また、仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 
    試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 
    詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 
 
 
    人体保護における注意事項 
 
      感電について          人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接 
                          続する場合は、必ず指定の試験用端子、又は、各継電器の測定要素 
                          を接続する端子であることを確認して接続して下さい。 
 
      電気的な過負荷        感電または、発火の恐れがありますので、測定入力には指定され 
                          た範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
 
      パネルの取り外し      試験装置内部には電圧を印加する箇所がありますので、パネルを取 
             り外さないで下さい。 
 
      機器が濡れた状態      感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで 
      での使用            下さい。 
 
      ガス中での使用        発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用し 
                          ないで下さい。 
 
    機器保護における注意事項 
 
      入 力               指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
 
      故障と思われる場合    故障と思われる場合は、必ず（株）双興電機製作所または、 
                          販売店までご連絡下さい。 
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１． 仕様 
 
  （１）使用電源    ：ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ 
              ＤＣ６Ｖ（単三乾電池×４本） 
 
（２）スタート信号入力 ：電圧入力 ＡＣ２０Ｖ～２００Ｖ 

      ＤＣ１０Ｖ～３００Ｖ 
 電流入力 ＡＣ０．５Ａ～１０Ａ 
 

（３）接点ストップ出力 ：ａ接点信号（常時開路） 
     ｂ接点信号（常時閉路） 

 接点容量（ａ／ｂ接点信号） AC/DC共最大２００Ｖ １Ａ 
 
（４）状態出力  ：電圧信号出力 ＴＴＬレベル（約ＤＣ５Ｖ） 

     接点信号出力 無電圧接点（無極性） 
        接点容量 AC/DC共最大２００Ｖ １Ａ 
 
（５）基準時間設定範囲 ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／0.1～999.9msec 
        1msec ﾚﾝｼﾞ／ 1～ 9999msec 

 
  （６）時間設定精度 ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／設定値に対して±０．１％±３ｄｇｔ 
       1msec ﾚﾝｼﾞ／設定値に対して±０．１％±３ｄｇｔ 
 
  （７）分解能  ：0.1msec ﾚﾝｼﾞ／0.1msec（基準パルス１０ｋＨｚ） 

       1msec ﾚﾝｼﾞ／ 1msec（基準パルス １ｋＨｚ） 
 
  （８）絶縁抵抗  ：電源端子一括とケース金属部分において１０ＭΩ以上 
     （ＤＣ５００Ｖメガにて） 
 
  （９）絶縁体力  ：電源端子一括とケース金属部分においてＡＣ１５００Ｖ 

（50/60Hz）を１分間印加して異常ないこと 
 
  （10）使用温湿度範囲 ：０～５０℃ ８５％ＲＨ以下（但し結露がないこと） 
 
  （11）保存温湿度範囲 ：－１０～６０℃ ８０％ＲＨ以下（但し結露がないこと） 
 
（12）外形寸法  ：２６５（Ｗ）×１７０（Ｄ）×１９０（Ｈ） 
 
（13）重量   ：３ｋｇ 
 
  （14）付属品 
・電源コード（０．７５ｓｑ×２芯 ３ｍ） ………………………………１本 
・単三乾電池（電池ＢＯＸ内収納済）………………………………………４本 
・試験用コード収納袋 ………………………………………………………１枚 
・取扱説明書 (本書) …………………………………………………………１部 



 4 

２．  各部の名称と説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ① 電圧スタート入力端子 
       タイマ動作が“インターバル”のときの電圧信号入力端子です。 
   （ＡＣ２０～２００Ｖ／ＤＣ１０～３００Ｖ） 
 ② 電流スタート入力端子 
       タイマ動作が“インターバル”のときの電流信号入力端子です。 
   （ＡＣ０．５～１０Ａ） 
 ③ 接点ストップ出力端子 
       タイマ動作が“インターバル”のときの接点ストップ信号を出力する端子です。 
 ④ ストップ信号切替スイッチ 
    接点ストップ出力端子から出力する信号を切替えます。“常時閉路”がｂ接点出力、 
   “常時開路”がａ接点出力となっています。 
 ⑤ 電源コネクタ 
       本装置の動作電源入力用のコネクタで、ＡＣ１００Ｖの電源を供給します。 
 ⑥ 電池ＢＯＸ 
    停電時など、ＡＣ１００Ｖ電源が使用できない場合に使用する電池（単三乾電池×４本） 
   を収納するボックスです。 
 ⑦ 出力動作切替スイッチ 
    出力動作の“ステータス”と“インターバル”を切替えるスイッチです。 
 ⑧ 時間レンジ切替スイッチ 
       時間設定スイッチ⑬ のレンジを切替えるスイッチです。 
     0.1ｍｓｅｃ側：設定スイッチの最小桁が 0.1ｍｓｅｃ 
     １ ｍｓｅｃ側：設定スイッチの最小桁が１ｍｓｅｃ 
 ⑨ 電源ランプ 
       本装置に電源を供給し、電源スイッチが“ＯＮ”状態の時点灯します。  
＊点灯しない場合は、電池電圧の低下が考えられるため、新しい電池に交換して下さい。 
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 ⑩ 電源スイッチ 
       本装置のメインスイッチです。“ＯＮ”で装置に電源を供給します。 
 ⑪ STOP スイッチ 
       時間信号出力を停止（リセット）するスイッチです。また、信号出力が停止している状態 
で点灯します。 

    ＊タイマ動作が終わった後にリセットしないと、信号出力が復帰しないため、次の試験が 
     行えません。 
 ⑫ START スイッチ 
       時間信号を出力するスイッチです。また、信号が出力している状態で点灯します。 
 ⑬ 時間設定スイッチ 
       基準時間設定スイッチです。このスイッチで設定した時間信号を、出力動作切替スイッチ 
   ⑦ の設定状態に合わせて、接点または電圧信号として出力します。 
⑭ 状態出力切替スイッチ 
    状態出力端子⑮ から出力する信号を切替えます。“接点”が無電圧ａ接点出力、“電圧” 
     がＤＣ５Ｖの電圧信号で出力します。 
 ⑮ 状態出力端子 
       出力動作が“ステータス”のときの接点信号または電圧信号を出力する端子です。 
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３．  インターバル試験の方法 
 
“インターバル”とは、電圧スタート入力端子① または電流スタート入力端子② にスタート信号 
が入力されてから、時間設定スイッチ⑬ で設定した時間後に、接点ストップ出力端子③ から接点 
ストップ信号を出力する動作のことです。 
 
  ●ＯＣＲテスタ（ＯＣＲ－５０ＣＫ）等のカウンタ校正の例 （図１参照） 
 
 １．本装置の電源にＡＣ１００Ｖを使用する場合、電源コネクタ⑤ に付属の電源コードを接続 
  し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 
   ＊電源に乾電池（単三乾電池×４本）を使用される場合は、接続する必要はありません。 
 
  ２．電流スタート入力端子② にＯＣＲテスタの電流出力コードを接続して下さい。 
   ＊ＯＣＲテスタの相切替スイッチが“Ｒ相”の場合 
         ＩＴ１…………電流出力コード（Ｒ相） 
         ＩＴ２…………電流出力コード（ＣＯＭ） 
 
  ３．接点ストップ出力端子③ にＯＣＲテスタの時限測定コードを接続して下さい。 
   ＊ＯＣＲテスタの相切替スイッチが“Ｒ相”の場合 
         ＳＴ１…………時限測定コード（Ｒ相） 
         ＳＴ２…………時限測定コード（ＣＯＭ） 
 
  ４．出力動作切替スイッチ⑦ を“インターバル”に設定して下さい。 
 
  ５．ストップ信号切替スイッチ④ を、カウンタをストップさせたい信号に合わせて設定して 
  下さい。 
   常時閉路：設定された時間後に、接点ストップ出力端子③ からｂ接点信号が出力します。 
   常時回路：設定された時間後に、接点ストップ出力端子③ からａ接点信号が出力します。 
 
  ６．時間設定スイッチ⑬ と分解能切替スイッチ⑧ で試験時間（校正する基準時間）を設定して 
  下さい。 
   ＊時間設定スイッチ⑬ の『＋』と『－』ボタンを押して桁毎に数値を設定します。 
   ＊時間設定が１０００ｍｓｅｃ以下の時は、分解能切替スイッチ⑧ は“0.1ｍｓ” 
   ＊時間設定が１０００ｍｓｅｃ以上の時は、分解能切替スイッチ⑧ は“１ｍｓ” 
 
  ７．ＯＣＲテスタを継電器試験時と同様にセットして下さい。 
   ＊ＯＣＲテスタの各コードを接続します。 
    ・電源コード 

・ 電流出力コード 
・ 時限測定コード 
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 ８．ＯＣＲテスタの各スイッチを次のように設定して下さい。 
   ＊電流切替スイッチ            ５Ａ 
    （0.5Ａ～１０Ａの範囲で出力できるレンジなら何でも良い） 
   ＊ストップ信号切替スイッチ       接点 
   ＊電流整定スイッチ           試験 
   ＊相切替スイッチ             Ｒ相 
    （電流出力コード及び時限測定コードが“Ｒ相”を接続の場合） 
 
 ９．電源スイッチ① を“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ⑨、STOPスイッチ⑪ 点灯） 
 
１０．ＯＣＲテスタの電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 
 
１１．ＯＣＲテスタの試験ＯＮスイッチを“ＯＮ”にして、スタート信号入力とする電流を設定し 
  て下さい。 
   ＊電流スタート入力設定範囲      ＡＣ０．５Ａ～１０Ａ 
 

＊＊注意＊＊ 
スタート端子に入力する電流又は電圧は、定格の範囲内として下さい。この範囲を超え 
て入力すると本装置の故障の原因となります。 

 
１２．スタート信号入力とする電流が設定できれば、ＯＣＲテスタの試験ＯＦＦスイッチを 
  押して下さい。 
 
１３．ＯＣＲテスタのカウンタスイッチを“ＯＮ”にして、カウンタをＯＮ状態にして下さい。 
 
１４．ＯＣＲテスタの試験ＯＮスイッチを押して下さい。 
   このときＯＣＲテスタから電流が出力され、カウンタが動作し、STARTスイッチ⑫ が 
点灯がします。 

 
１５．６．で設定した時間後に、接点ストップ出力端子③ からストップ信号が出力します。 
   このときSTARTスイッチ⑫ とSTOPスイッチ⑪ が交互に点滅します。 
 
１６．ストップ信号をＯＣＲテスタのカウンタストップ回路が受けてＴＲＩＰし、カウンタが停止 
  して時間を表示します。 
   カウンタに表示された時間が、本装置の基準時間に対する校正時間となります。 
 
１７．ＯＣＲテスタのカウンタリセットスイッチを押して、カウンタの表示をリセットして下さい。 
 
１８．STOPスイッチ⑪ を押して、本装置をリセットして下さい。STOPスイッチ⑪ が点灯しま 
す。 

 
１９．再度測定を行う場合は、１４．～１８．の操作を行って下さい。 
 
２０．測定を終了する場合は、ＯＣＲテスタの電圧調整ツマミを“０”の位置に戻して、電源 
  スイッチを“ＯＦＦ”にし、本装置の電源スイッチ① を“ＯＦＦ”にして下さい。 
   （電源ランプ⑨、STOPスイッチ⑪ 消灯） 
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図１：ＯＣＲテスタ（ＯＣＲ－５０ＣＫ）のカウンタ校正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：ミリセコンドカウンタ（ＭＳＣ－１Ｋ）のカウンタ校正 
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４．  ステータス試験の方法 
 
“ステータス”とは、STARTスイッチ⑫ を押してから時間設定スイッチ⑬ で設定した時間の間、 
状態出力端子⑮ から接点信号または電圧信号を出力する動作のことです。 
 
  ●ミリセコンドカウンタ（ＭＳＣ－１Ｋ）等のカウンタ校正の例 （図３参照） 
 
 １．本装置の電源にＡＣ１００Ｖを使用する場合、電源コネクタ⑤ に付属の電源コードを接続 
  し、ＡＣ１００Ｖコンセントに接続して下さい。 
   ＊電源に乾電池（単三乾電池×４本）を使用される場合は、接続する必要はありません。 
 
  ２．状態出力端子⑮ とミリセコンドカウンタのスタート信号端子を接続して下さい。 
         ＳＴ３…………スタート信号端子（Ｓ１） 
         ＳＴ４…………スタート信号端子（Ｓ２） 
 
  ３．出力動作切替スイッチ⑦ を“ステータス”に設定して下さい。 
 
  ４．状態出力切替スイッチ⑭ を、カウンタをストップさせたい信号に合わせて設定して 
  下さい。 
   電圧：設定された時間の間、状態出力端子⑮ からＤＣ５Ｖの電圧信号が出力します。 
   接点：設定された時間の間、状態出力端子⑮ から無電圧ａ接点の接点信号が出力します。 
 
  ５．時間設定スイッチ⑬ と分解能切替スイッチ⑧ で試験時間（校正する基準時間）を設定して 
  下さい。 
   ＊時間設定スイッチ⑬ の『＋』と『－』ボタンを押して桁毎に数値を設定します。 
   ＊時間設定が１０００ｍｓｅｃ以下の時は、分解能切替スイッチ⑧ は“0.1ｍｓ” 
   ＊時間設定が１０００ｍｓｅｃ以上の時は、分解能切替スイッチ⑧ は“１ｍｓ” 
 
 ６．ミリセコンドカウンタの各スイッチを次のように設定して下さい。 
   ＊モード切替スイッチ           ステータス 
   ＊スタート信号切替スイッチ       状態出力切替スイッチ⑭ の設定に合わせて 
                       下さい 
 
 ７．電源スイッチ① を“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ⑨、STOPスイッチ⑪ 点灯） 
 
８．ミリセコンドカウンタの電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 
 
９．ミリセコンドカウンタのカウンタスイッチを“ＯＮ”にして、カウンタをＯＮ状態にして 
  下さい。 
 
１０．STARTスイッチ⑫ を押して下さい。このときミリセコンドカウンタのカウンタが動作し、 
  STARTスイッチ⑫ が点灯します。 
 
１１．５．で設定した時間の間、状態出力端子⑮ からストップ信号が出力します。 
   出力終了後、STARTスイッチ⑫ とSTOPスイッチ⑪ が交互に点滅します。 
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１２．ミリセコンドカウンタのカウンタが停止し、時間を表示します。 
   カウンタに表示された時間が、本装置の基準時間に対する校正時間となります。 
 
１３．ミリセコンドカウンタのカウンタリセットスイッチを押して、カウンタの表示をリセットし 
  て下さい。 
 
１４．STOPスイッチ⑪ を押して、本装置をリセットして下さい。STOPスイッチ⑪ が点灯しま 
す。 

 
１５．再度測定を行う場合は、１０．～１４．の操作を行って下さい。 
 
１６．測定を終了する場合は、ミリセコンドカウンタの電源スイッチを“ＯＦＦ”にし、本装置の 
  電源スイッチ① を“ＯＦＦ”にして下さい。（電源ランプ⑨、STOPスイッチ⑪ 消灯） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３：ミリセコンドカウンタ（ＭＳＣ－１Ｋ）のカウンタ校正 
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５．  乾電池の使用について 
 
 １．電池は次の条件でご使用下さい。 
 
 ・電池を使用して試験したときは、試験終了後に必ず電源スイッチ① を“ＯＦＦ”にして下さ 
  い。 
 
 ・電池は新しい物と古い物を混ぜて使用しないで下さい。 
 
 ・電池は使用推奨期限内の物を使用して下さい。 
 
 ・本体が濡れている状態で電池ＢＯＸのフタを開けることは絶対にしないで下さい。 
 
 ２．電池交換 
 
 ・電源スイッチ① を“ＯＮ”にしたとき、電源ランプ⑨ が点灯しない場合は、電池電圧の 
  低下が考えられるため、新しい電池に交換して下さい。 
 
 ・測定中の電池交換は絶対にしないで下さい。また、感電事故を避けるため電池交換の際は、 
  電源スイッチ① を“ＯＦＦ”にし、測定コードを必ず測定端子から外してから行って下さい。 
 
 ・電池は極性を間違わないよう、電池ＢＯＸ⑥ の中に刻印されている向きに合わせて入れて 
  下さい。 
 
 ・長期間使用しない時は、電池ＢＯＸから電池を取り出して下さい。液もれによる腐食の原因と 
  なります。 
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６．  外形図 
 
 
 
 
 


